




西新潟中央病院で働くスタッフのパーソナルな魅力に迫るインタビューをお届けします。
今回は、笑顔が素敵な2人のドクターに登場していただきました。
プライベートの微笑ましいエピソードから秘めたる情熱まで、意外な素顔がのぞけましたよ。p e r s o n
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0 1 もっと勉強して、新潟の小児神経を盛り上げたい。
そのために、私ができることを考えています。

赴任して13年目。神経小児科で経験を積み、
この春から医長になりました。

早いもので西新潟中央病院に来てから10年以上が経ち、スタッフの中でもだいぶ
古株になってしまいました。神経小児科では副院長の遠山先生の次に長く在籍して
いることになり、この春から神経小児科医長という役職もいただきました。ちょっと
背筋が伸びますね（笑）。頑張ります！

職員同士の関係もいつも和やか。働きやすい環境に感謝しています。

私がこちらに赴任してきたのは2008年、1人目の子どもを出産した後でした。当時はちょうど職員のため
の子育て支援制度が始まった頃で、新潟の病院の中でも先駆け的存在だったと思います。2人目を産ん
だ時も1年間産休をいただき、スムーズに復帰することができました。それ以降、産休の後に復職する
職員はだんだん増えてきているようです。
子育て支援制度もさることながら、女性職員全般にとても居心地がいい職場なのかもしれません。私が
関わる小児科外来のスタッフを見てもみんな仲が良く、笑顔が絶えない中で楽しく仕事できています。
時々お菓子を交換したりして、和気あいあいなんですよ。患者さんたちにもその明るい雰囲気が伝わっ
ているんじゃないかなと思います。

どんどん成長していく子どもたち。
家族で過ごす時間の大切さを感じます。

私が今、楽しみにしていることは2人の息子の成長です。中2の長男は野球に熱中していて、
私も試合の送り迎えをしたり、保護者の係を決めたり、チームの子どもたちと一緒に楽しんで
います。小4の次男はマイペースな性格で、家の中で遊ぶのが好き。兄弟なのに対照的です。
普段は忙しくてあまり子どもたちとの時間を作れないのが悩みです。もっと家族で過ごす
時間を大事にしたいんですけどね。

子どもを持つ親として、患者さんと親御さんに
まっすぐ向き合っていきたい。

子育ての喜びや大変さを味わい、私もようやく親の気持ちがわかってきたように思います。神経小児科
で長く働いてきましたが、改めて患者さんとそのご家族に対して、母親の目線で向き合い、誠実な診療を
心掛けたいと思っています。
そしてこれからも新潟の小児神経をもっと盛り上げられるように勉強し、努力して、社会に貢献でき
たらと思います。

神経小児科  小林 悠
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